




























































































































































































































































































































































































































	 7/8 月	 	校長会で説明→各小学校にコーディネーター候補者（養成講座受講生）の
人選・推薦依頼※中学校のコーディネーターを兼ねる。
	 9/10 月	 各学校にてコーディネーターの人選・推薦













	 ５月	 学校・地域コーディネーター研修①　18 人










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は、NPO の持つ潜在力や NPO と行政が連携することによって大きな力を持つということでした。
　いずれの先生のお話の中にもそれぞれ異なる二つの組織との連携・協働が見られました。明石先生か
らは学校と社会、井上先生からは社会教育担当者と学校の現場、菅野先生からは行政と NPO との関係
について触れて頂きました。このような異なる二つの文化がどのように接触し、その後信頼関係をつく
りながら共通の目標に向けて成果を上げていくかについて、それぞれの立場からお話を頂いたと思いま
す。
　異文化理解という言葉がありますが、異なる立場、異なる価値観を理解し、共通のビジョンを持ち、
一緒に仕事をすることでもたらされる効果は、１たす１が２となる足し算ではなく、それが２倍、３倍
となる相乗的なものでしょう。異なる組織や団体がつながっていくというプロセスを大事にしていくこ
とで、子供たちの教育や地域に有益な連携・協働がもたらされることを、あらためて３名の先生方の御
発言から感じました。
シンポジウム　【振り返り】
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岩崎：これからは、３名の先生方の御発表や知見、経験について、フロアの方々から御質問や御意見を
頂きたいと思います。昨日から今日に至るセミナーを通じ、みなさんは学び、考え、多くの気付きが
あったのではないかと思います。その思いを持って御遠慮なくお手を挙げていただければと思います。
よろしくお願いいたします。
Ａ：私は明石先生のお話にありました、数少ない22名の学校関係者の一人です。私は、学校が地域と
協働するときに、地域にいろいろな壁があると感じています。そのときに、大切なのは、信頼し合って
学び合うことだと思います。一年間、地域とつながるよう取り組んできたことで、地域の人たちが学校
に入る体制ができてきました。本校は11月24日に50周年の行事があるのですが、それも地域協働型で
進めていこうと思っています。
　大きな問題は、学校は異動があることです。私は、校長を拝命していますが、３年ぐらいで変わりま
す。今つながっている地域の人たちが、校長が代わったら新しい教育方針に変わるのではないかと心配
しています。そこで、学校の組織の中で、校長、教頭、教員が代わっても、協働体制が維持できる仕組
みや仕掛けについてどういうお考えがあるかをお聞かせいただければと思い、質問させていただきまし
た。
井上：非常に重要な御指摘をありがとうございます。そもそも栃木県の地域連携教員制度は、学校運営
や地域連携に対する連続性を一つの意図として持っています。それというのも、今まで地域連携という
と、ほぼ教頭が一手に担っていたように思うからです。その場合に、教頭や校長が異動してしまうと、
リセットしてしまうことがあります。学校には、地域連携に取り組むのは地域連携教員ですが、教頭や
他の教員とできればチームで当たってくださいとお願いしております。そうすると、全員が異動しない
限り体制としては、残っていくと思います。だから、栃木県としては、地域連携教員制度が連続性も意
図していると言えようかと思います。
明石：本当にいい質問だと思います。学校の校長は、２年か３年で自分の経営方針をしっかりとつくり、
業績を残したいと思っています。行政が強いのは、継続と公平だと思います。例えば、ある市では、学
校支援ボランティアをもう16年行っています。なぜ16年間、小中学校の校長が代わっても、学校支援ボ
ランティアが続くのかと申しますと、教育委員会の方針がしっかりしているからです。栃木県と同じよ
うに、学校の校務分掌で学校支援担当教員を置いています。二つ目は、コーディネーターの養成をしっ
かりしていることです。コーディネーターが35人いますが、年間４回の研修をしています。PTAの会長
を終わった方が、大体コーディネーターになります。人中心ではなくて、ポジションを用意するという
ことです。学校でも校長は代わっても継続できるという、一つのヒントになると思います。菅野先生は
どうです。
菅野：私は校長になったことがないので分からないですが、先ほど地域の壁を感じているとおっしゃっ
たのは、どのようなことなのだろうというのが気になりましたので教えていただけませんか。
Ａ：地域の方たちは、学校に対してとても良く協力してくれます。一方で、学校と一緒に何かやるとき
に出過ぎてはいけないというところがあって、お互いに学んでいくという体制になっていないと感じて
います。そういう意味の壁です。
シンポジウム　【質疑応答】
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菅野：ありがとうございます。大槌町の事例でいうと、コーディネーターがすごく機能しています。ふ
るさと科の取組は、どんどん形骸化してしまう要素があります。
　そこで、コーディネーターが先生にはこう言うのです。「先生たちにしか見えない視点があります。」
「地域は地域の視点で固まっているから、先生たちがこういうことやりたい、ああいうことやりたい、
というふうに言ってくれると、地域もこんなことできるかもというように視点が広がります。」と、先
生の役割を言ってくれるのです。地域側には、「ふるさとのことを教えるのに、なぜふるさとの人が頑
張らないのですか。」と言ってくれるのです。
　そうすると、お互いが自分たちに役割があると自覚して、次第に意見を出し合ってくれます。今も新
しく来た先生たちが、もっと良いふるさと科の授業ができるのではないかと提案してくれています。
井上：先ほど、どうしても栃木県の地域連携教員制度ばかり言っていたのですが、地域側の事例もござ
います。ある小学校では、学校支援の組織をつくっています。そこは学校支援だけではなくて、生涯学
習の学びの機会もつくっています。最後に言いたかったのは、そこのところで、大人の学びの場も同時
につくっていくと、それが仕組みとして残るということです。学校支援だけではなくて、地域側の体制
づくりという視点も必要になると思います。学習のために来る方やついでに学校の支援をする方もいま
す。そういう仕組みが地域にあることが長続きする一つの視点ではないかと思います。
明石：菅野先生にお聞きしたいのですが、教員は一つの学校に５年から７年しかいなくて、それで県内
を異動します。ある意味では、いろいろな地域の文化や違いを知っています。こんな良い点があります
よと、外から見てくれます。そういう意見を言う教師をどうやったら育てられるかということです。５
年間いるけど黙っていようという先生もいるかもしれません。いつ、教務主任になって、教頭に上がる
かに関心があって、地域の発展はあまり関心のない方が意外と多いかもしれません。地域に関心を持つ
先生の育成は、どうすれば良いのでしょうか。
菅野：この話は、大槌町の指導主事に話していただいたほうが良いと思います。
川越：大槌町教育委員会主任の川越と言います。私は今年度からなので、詳しくは言えないのですが、
やはりコーディネーターの存在はとても大きくて、出過ぎずというところもあるのですが、相談があっ
たらどういうことを言いたいかということを吸い上げてくださいます。もう一つ大きいのが、ふるさと
科という適切の教科があることです。これは総合的な学習の時間と特別活動を合わせて、ふるさとを愛
する心とふるさとを思う気持ちを育てるというものです。この教科があるので、自然と先生たちはどう
したらもっと学びが深くなるのかということを模索する状況にあります。だから、つなぐことができて
いるのかなと思います。新しく来ても、ふるさと科をするときに誰に頼ればいいのか共有されていま
す。周りの先生たちだけじゃなくて、コーディネーターにも頼ることでつながりができていきます。
菅野：まさに今、川越先生が言ってくれたのが先ほど提案した②番（Ｐ33、図12参照）だと思います。
お互いを補完し合う関係にならないと連携は生まれないと思っているので、子供たちを育てるために、
学校は頼らざるを得ないというようなものの結節点にふるさと科があるというような仕掛けになってい
るところが、ポイントではないかなと思っています。
岩崎：菅野さん、ありがとうございました。今の質疑応答を通じて、地域と学校が有する文化の特質を
整理し、その異なる役割を明示化した上で連携・協働することが大切と感じました。加えて、大槌町の
ふるさと科のように、地域の人が学校に関わる役割や理由を明確にすることがポイントかもしれませ
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ん。高知県のある町の例ですが、人口減少の中、公立小中学校を統合し新しい小中一貫校を設立したの
ですが、そこでの学校支援ボランティアを募るため、遠くの地域からボランティアに来る町の人たちの
バス料金を無料にし、同時に学校支援の傍ら中学校の英語や理科の授業を子供たちと一緒に受けられる
という生涯学習の場を提供しているそうです。そこでは、おばあちゃんやおじいちゃんがお孫さんと同
じ授業を受け、その合間に学校の草取りなどのボランティアをしているとのことでした。なかなか面白
い試みです。やはり、地域の人と学校がお互いの役割を認識し、地域の人が自然な形で学校に関われる
ような仕組みが重要かもしれません。さて、その他の質問はいかがでしょうか。
Ｂ：井上先生に質問です。本県の実態として、社会教育主事の資格を持っている教員が年々少なくなっ
ています。栃木県では、地域連携担当教員を全ての学校に置いているとお聞きし、素晴らしいと思いま
した。
　本県では、家庭教育支援を具体的にどのように進めていくかが示されている家庭教育支援プログラム
を県でつくって、活用しています。地域学校協働活動においても、プログラム的なものを作成できた
ら、学校へのアプローチができると思っています。地域学校協働活動におけるプログラム的なものを栃
木県では、作成しているのでしょうか。もし、作成されているのであれば、どのような点に留意して作
成すると良いかを教えていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。
井上：御質問、ありがとうございます。家庭教育支援は、社会教育行政の中で非常に取組やすい視点で
すので、学校に入っていく一つのツールになると思います。栃木県では、就学時健診やPTA保護者会の
際に、参加型学習で子育てや家庭教育について考える親学習プログラムを作成しています。それを家庭
教育支援の指導者が活用して、学校や社会教育施設で展開しているところです。
　さらに今年、家庭教育支援を地域課題として捉えて、いろいろな地域の人に入ってもらって解決して
いこうというプログラムをつくっております。このプログラムは、学校も想定していますので、学校の
中へ入っていく一つのきっかけになると思います。県の行政としては、学校との連携というところで
は、家庭教育の切り口から施策を展開しています。
Ｃ：井上先生に質問です。本県では、地域学校協働活動を進めるための研修の実施を考えています。そ
の中で学校関係者に対する研修が非常に重要であるということが、今日話題になっていました。本県
は、非常に予算が逼迫していまして、限られた研修機会しかありません。その中で、少しでも有効な研
修をしたいと考えているのですが、御示唆を頂けないでしょうか。
井上：御質問、ありがとうございます。栃木県では、地域連携教員を対象とした研修として、初めて地
域連携教員になった方の研修があります。社会教育主事の資格を持っていない方もいますので、地域と
学校の連携の意義をまず確認してもらいます。お手元に、モノクロ印刷のリーフレット（学校と地域を
結ぶ）があると思います。これを栃木県全教員に配布しています。これを基に地域連携教員が校内研修
をしています。リーフレット中に、学校と地域の連携に期待される効果が書かれているのですが、そこ
ら辺をまず、研修では押さえていただく必要があると思います。学校と地域で連携を進めるにあたって、
教員が連携のメリットを分からない中で、何かを取り組めというと無理なのです。そこで、研修の中で
成功体験をシミュレーションしてもらったり、いろいろな連携の効果について議論をしたりしています。
校内研修で効果を上げた例ですが、地域連携教員を中心に、全ての教科において地域の方が入ってくる
理由や意図を話し合うということに取り組んだ学校があります。例えば、家庭科の調理実習のときに、
地域の調理師さんにきてもらいます。専門的な技術を教わるだけでなく、褒められます。それが子供た
ちにとって良いとか、そういうものを一覧表にまとめて、みんなで共有したという事例があります。そ
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の学校では、それ以降、なぜ地域の人が入ってくるのかということが言われなくなったそうです。
　予算のない中で研修を企画するなら、学校と地域の連携の効果や子供たちの効果、学校にとっての効
果、地域の人たちにとっての効果、そういうものをみんなで話し合うことが良いのではないかと思いま
す。
明石：教員に対する研修の場合、相当発想を変えないといけません。教員は本当に学校のことしか頭に
ありません。だから、とおり一辺倒の研修をしてもなかなか伝わりません。そのときは勉強になったと
言うけれど、すぐ元のさやに収まってしまいます。今の子供たちは、学校と家庭でしか育っていませ
ん。地域の中で育っていないことを、何とか先生方に知っていただきたいと思います。地域が元気にな
れば、先生方が助かるというメッセージを研修で入れなければいけません。地域活動が良いのは、３点
あります。１点目は、生体験ができることです。家庭や学校は、シミュレーションをつくるから、疑似
体験が多いです。２点目は、想定外があることです。学校教育は、系統的にできますから、大体想定内
です。３点目は、トライ・アンド・エラーがあることです。系統的ではないことが弱いところで、国語、
算数みたいにはすぐに成果は出ません。しかし、試行錯誤をして、じわじわ効果が出てくることは強
みです。冒頭で申しました非認知能力を培うには３点の体験をすると良いです。学校にはもっと非認知
能力を高めてほしいです。その辺のことを研修でメッセージとして出していただきたいと思います。ぜ
ひ、大胆なプログラムをつくってください。
岩崎：私から菅野先生に質問があります。NPOの立場から教員養成のプログラムをつくるとしたら、
どのようなものが考えられますか。
菅野：学校の先生に地域の観点が足りないという話がずっとされていると思います。では、どうやった
ら学校の先生が地域の観点を持てるかというのは、私もすごく悩んでいます。
　例えば、町立学校の教員だから町のために働いて当然だろうと、私は勝手に思ってしまいますが、決
してそうではありません。そうだとしたら、教員の方々が学校から離れて地域のことを考え始める一つ
のターニングポイントは、地域の方からの感謝だと思います。人は感謝をされると、その人のために頑
張ろうとか、何を抱えているのだろうとかを考えると思います。教員が地域の方に「来てくださってあ
りがとうございます。」というのはあるのですが、そうではなくて、地域側から「遠くから来ているの
に、ありがとうございます。」とか「このようにしてくれて、子供たちがすごく喜んでいました。」と言っ
てくれると、教員が動き始めると思います。
　だから、教員養成プログラムの中にも、サービスラーニングとかボランティアとか、何か地域側から
感謝をされるという実体験があると、変わってくるのではないかなというのが私の感覚です。
明石：岩崎先生の質問に答えたいと思います。例えば、青少年教育振興機構は全国で28の青少年教育
施設があります。県では、およそ40代後半の教員が行政に入り、３年間辛抱して、教頭や校長で出ま
す。しかし、いつ行政を経験するかというのは適性があります。だから、私の案としては、各市町村で
非常に前向きな方を30代の半ばで行政を経験させると良いと思います。実は28の施設には、いろいろ
な教員の方が来てくれます。それで追跡調査をしたのですが、大多数が校長になっています。「新しい
学校経営で、社会教育の視点を導入しましたか。」という質問に対して肯定的な回答をしたのは、大体
３割です。青少年教育施設での貴重な経験から、社会教育の視点を入れた新しい学校経営づくりを行っ
ていただきたいと思っていたのですが。なかなか難しいようです。やはり、30代のときに２、３年行
政で勉強をして、また学校に帰って、また行くという、そういう人事を行政でやっていただくと変わっ
てくると思います。
40
岩崎：最後に「地域と学校つなげる」というテーマで、それぞれの３名の先生方に一言ずつ頂いて、こ
のシンポジウムを取りまとめたいと思います。
明石：１点目は、民間企業は、中小企業も大企業も社会貢献（CSR）に前向きです。例えば、ある企業
は小学校に掃除の仕方を教えに行っています。いろいろな意味で、企業は知的財産を持っています。言
いたいのは、皆様の地域において、中小企業や大企業がどのようなことをしているかを理解していただ
きたいということです。必ず社会貢献部があります。企業とのつながりをもっと入れていただきたいと
思います。企業も地域活性化に貢献してくれます。WIN-WINの関係ができると思います。
　２点目は、冒頭に申しましたように、社会参画をしたいと思っている若い人が多くいることです。２年
後のオリンピック、パラリンピックも含めて、社会が前向きになってきています。高校生、専門学校生、
短大生、大学生などの若い人のコラボレーションについて、これから考えていただきたいと思います。
井上：教員の成功体験が必要だということをお話ししましたが，かつて私がそういう立場でした。私は
工業高校に勤めておりまして、そのころ、金髪の子供とかがいて，生徒指導が大変でした。ある時近く
の川が氾濫し、その子供たちがボランティア活動に行きました。帰ってきてから、次第に髪の毛が黒く
なったり、ネクタイが上がってきたりしました。なぜそういうことになったのかというと，地域の方に
褒められたのです。その時、子供は学校だけでは育たないと思いました。やはり、地域と学校が一緒に
それぞれの視点から子供たちを育んでいく必要があるということを実感しました。
　地域連携教員には、いろいろな期待があり、かなりプレッシャーもあります。いろいろなお願いをす
ると、昨年１回しかやってないのを５回やりましたとか、そういう量を増やすことが往々にしてありが
ちですが「子供たちの教育活動の充実、それだけを考えてやってください。」と言うと、先生方も安心
します。そんなスタンスを持ちながら学校と地域をつなげていく、それをそれぞれの立場の方と共有し
ながらやっていくのが、協働のまず第一歩なのかなという気がします。
菅野：私が企業にいるときに言われていた言葉は、CSRを越えたCSV（クリエイティング・シェアー
ド・バリュー）です。CSVとは、企業が単体で何かに取り組むのではなくて、皆で一緒に取り組もう
というものです。
　地域学校協働の取組は、本当に新しいと思います。今は家族形態も働き方も昔とは変わっています。
例えば、共働きや核家族という状況があります。だから、昔はこうだったのにという言葉でくくられ
てもうまくいかないと思っています。いろいろな人たちと同じ価値観とかビジョンをシェアード・バ
リューすることを、学校や地域で行っていかなければいけません。難しいチャレンジですが、私はそう
いうことをやれるプロデューサーになりたいと思っています。皆様も多分プロデューサーだと思いま
す。校長、行政、地域の人、教員、誰もがプロデューサーになれる可能性はあります。
　プロデューサーとして重要ではないかと思うのは、多様性です。NPOの人が教育委員会や学校に
入った場合、視点が少しずつ変わっていくと思います。皆様も多分体験があると思いますが、例えば旅
行に行き、全然違う風景を見て帰ってきたら、日常の風景もいつもと違う視点で見えます。私もこの
前、スウェーデンの教育を見てきましたが、全然違う視点で帰ってこられました。多様な視点を入れる
と、見え方が変わっていきます。そうすると、この人たちとこういう協働をしたほうがいいなというの
が見えてくるのではないかと思います。御多用の中、ここに来た皆様だと思うので、その視点はお持ち
だと思います。皆様に大槌に来ていただきたいですし、私も皆様から勉強させてもらいたいと思うの
で、引き続きよろしくお願いします。
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振り返り・質疑応答・まとめ
岩崎：それぞれのお話の中にいろいろなキーワードが出てきたと思います。「社会はこういうものだ」
という「大きな物語」を社会全体で共有できた時代と異なり、今の世の中は、個人がばらばらの価値観
を持ち、社会も流動的になっています。そのような中で、菅野先生からもありましたが、多様性、柔軟
性、複眼的視点が私たちに強く求められているのでしょう。多様性、柔軟性、複眼的視点は、異なる
人々がつながるために必要な前提です。それぞれ人は異なる能力を持っているわけですが、その違いを
認め、お互い足りない部分を補完し合うことでより良い社会が形成されるのではないでしょうか。
　本日は限られた時間でしたが、国、県、町という異なる立場による面白い組合せのパネリストで企画
されており、さまざまな視点から御意見をいただくことで参加者の方々には多くの気づきがあったと思
います。わたくしは成人学習の場で仕事をしておりますが、時間を共有し、同じ場でライブ感を持って
一緒に学習することはとても貴重な機会と実感することがあります。みなさんは、明日からそれぞれの
場所にお戻りになられると思います。今日気づいたことはそれぞれ違うとは思われるものの、ヒントや
ノウハウを一つでも二つでもお持ち帰りいただき、これからの仕事に役立てていただければと思いま
す。本日はありがとうございました。
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